
3Ｋロック加工工程

仕上げ

仕上げ・刻印が終わると、いよいよ出荷です。

ロック加工は圧縮して締結する為、

『  クランプ管の両サイドに圧縮による突起物が出てしまう  』
という性質があります。
これを一般的に

≪  バリ  ≫
と言います。
この部分は鋭利な形状をしている為、

『  手に引っ掛りケガをする恐れ  』
『  吊り上げ時に何かに引っ掛り思わぬ災害の恐れ  』
などがあります。
これらに災害を防ぎ、安全な商品を御提供させて頂く為にバリ取り作業を行います。

バリ取り完了！！

両側を丁寧に削り取ります。
仕上がりの美しさも左右しますので、慎重に行います。

きちんと確認！！

弊社では、アルミクランプ管に

【  ＫＫＫ  】 【  カンガルー  】 【  寸法・径  】
を刻印する事で、

『  製品を保証と作業性の向上  』
に役立てて頂いております。
　（【KKK】と【カンガルー】の刻印はプレス時に打刻されます。）

刻印

製品保証も兼ねた刻印は、

『  安全への思い  』
も一緒に込めて打刻します。


